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表 紙 の 説 明
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地球プラズマ圏の極端紫外光撮像

地球電離層を起源とする冷たいプラズマ (電離気体)は地球の磁場に拘束され、プラズマ圏と呼ば

れる領域を形成している。その存在は1960年代から南北両半球間でのVLF電波伝播の様子より知ら
'れていたが、その全貌の撮像が地球磁気圏のダイナミクスを1解明する上で重要.と考えられるようになっ
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1 のプラズヤ圏撮像である。なお、極端紫外光スキャナ‐は本学地球惑星物理学専攻が中心となりt.名

古屋大学理学部(通信総合研究所、および宇宙科学研究所の協力によって製作された。
:(上
段)'観測は

探査機が地球周回軌道上にあった1998‐年9月に,21回行われた。それぞれの撮像結果を左右に示す。自

| い円盤で示されているのが地球、白線で示されているのは代表的な地球起源の磁力線である。地球か
'

らその半径の数倍の領域までを冷たいプラズマが取リー囲んでいるが、その形状は2回の撮像で異なつ

| ている。(下段)「のぞみ」に搭載さ|れた極端紫外光スキヤナー。左からフードt望遠鏡本体、プリア

.ンプおよび高圧電源回路部である。重量は合わせて860gと小型軽量高性能を目指した。 1  ‐11
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